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八
田
木
札
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
木
札
を
二
枚
入
手
し
た
。
表
面
に
は

「
九
條
殿
、
御
別
殿
、
御
印
鑑
」
と
墨
書
が
あ
り
（
写
真
１
）、
焼
き
印
が
押

さ
れ
て
い
る
。
裏
面
に
は
「
越
前
國
南
條
郡
八
田
村
妙
休
寺
門
徒　
（
印
）　

同

所
與
三
兵
衛
」
と
の
墨
書
が
あ
る
（
写
真
２
）。
も
う
一
枚
の
表
面
は
前
記
と

同
じ
で
あ
り
、
裏
に
は
記
載
が
な
い
（
写
真
３
）。

　

前
所
有
者
は
静
岡
の
方
で
彼
の
地
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
入
手
し
た
と
の

こ
と
。
こ
れ
よ
り
先
は
辿
り
え
な
か
っ
た
。

　

こ
の
八
田
村
は
、
南
條
郡
八
田
村
で
越
前
市
中
山
町
の
西
に
あ
る
通
称
・
甲

楽
城
八
田
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
域
で
、
現
在
の
南
越
前
町
八
田
に
あ
た
る
。

　

以
下
、
こ
の
木
札
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
み
た
い
。

八
田
木
札
を
め
ぐ
っ
て

池　

田　

正　

男

写真１写真２
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一　

南
條
郡
八
田
村
（
現
南
越
前
町
八
田
）
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
木
札
に
あ
る
八
田
村
に
つ
い
て
、『
河
野
村
誌
』
で
み
て
み
よ
う（

（
（

。

　
　

�　

糠
川
の
支
流
中
山
谷
川
沿
い
に
あ
る
村
で
、
寛
政
六
年
（
一
四
六
五
）

の
西
野
家
文
書
「
馬
借
定
書
」
の
中
に
初
見
さ
れ
る
。
口
伝
に
よ
れ
ば
甲

楽
城
・
糠
・
中
山
の
三
ヶ
村
か
ら
出
た
人
達
に
よ
り
開
村
さ
れ
た
と
い

う
。
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
実
施
さ
れ
た
太
閤
検
地
帳
に
は
、
甲
楽

城
浦
ゑ
た枝

郷
八
田
村
と
し
て
取
扱
わ
れ
、
福
井
藩
の
『
正
保
郷
帳
』
に
は

「
甲
楽
城
八
田
村
」
と
書
か
れ
、
村
役
人
の
庄
屋
と
し
て
は
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
に
権
兵
衛
の
署
名
の
も
の
が
、
た
っ
た
一
枚
保
存
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
（
中
略
）

　
　

�　

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
一
二
月
九
日
付
け
で
福
井
藩
宿
老
、
府
中
の

本
多
富
正
の
知
行
所
と
な
り
、
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
の
『
越
前
国
府

中
三
国
領
知
行
帳
』
に
は
蕪
木
八
田
、
高
一
三
石
五
斗
八
升
二
合
と
載
せ

ら
れ
て
い
る
。

　
　

�　

甲
楽
城
坂
下
清
太
郎
家
文
書
、甲
楽
城
検
地
帳
か
ら
「
ゑ
た
郷
八
田
村
」

分
を
拾
う
と
、

　
　
　

上
田
一
畝
五
歩　
　
　
　

斗
代
一
石
三
斗　

分
米
一
斗
五
升
二
合

　
　
　

中
田
一
反
五
畝　
　
　
　

〃
一
石
二
斗　
　

〃
一
石
八
斗

　
　
　

上
畠
七
反
一
六
歩　
　
　

〃
八
斗　
　
　
　

〃
五
石
六
斗
四
升
四
合

　
　
　

中
畠
七
反
二
畝
二
九
歩　

〃
五
斗　
　
　
　

〃
三
石
六
斗
五
升

　
　
　

下
山
畑
五
反
一
畝
五
歩　

〃
三
斗　
　
　
　

〃
一
石
五
斗
三
升
五
合

　
　
　

屋
敷
八
敝
一
歩　
　
　
　

〃
一
石　
　
　
　

〃
八
斗
三
合

　
　
　
　

田
畠　

合
二
町
一
反
八
畝
二
六
歩　

分
米
合
一
三
石
五
斗
八
升
四
合

　
　
　
（
中
略
）

　
　

�　

隣
村
の
中
山
村
宮
川
源
右
衛
門
家
文
書
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
の

記
録
に
よ
れ
ば
、
中
山
村
高
の
内
の
七
〇
石
余
り
を
、
八
田
村
の
十
右
衛

門
が
所
持
し
た
と
す
る
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
彼
は
大
農
家
と
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

　
　
　

明
治
五
年
（
一
八
六
二
）
の
記
録
に
、

　
　
　

�

田
方
の
収
穫
米
五
石
四
斗
六
升
、畑
方
は
麦
二
石
五
斗
八
升
と
黍
六
斗
、

山
畑
で
は
木
実
三
石
六
斗
と
算
出
高
を
載
せ
て
い
る
。

　
　
　
（
中
略
）

　
　

�　

越
前
で
は
可
成
り
古
く
か
ら
『
永
平
寺
大
工
に
八
田
木
挽
』
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
木
挽
の
創
業
は
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
が
、
早
く
か
ら
名
声
を

馳
せ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
西
街
道
の
山
内
馬
借
に
も
関
与
し
て
い

た
こ
と
は
、
今
泉
浦
の
西
野
家
文
書
に
明
白
で
あ
る
。
少
々
の
耕
作
田
畠

写真３
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八
田
木
札
を
め
ぐ
っ
て

だ
け
で
は
生
活
に
追
は
れ
る
こ
と
は
必
定
で
、
こ
う
し
た
面
に
活
路
を
求

め
て
営
々
辛
苦
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　
　

�　

本
村
各
字
に
残
る
寺
社
建
築
に
、「
八
田
木
挽
」
の
名
が
載
せ
ら
れ
て

は
い
る
も
の
の
、
当
区
内
に
は
関
係
記
録
が
多
く
保
存
さ
れ
て
居
ら
ず
、

詳
細
を
追
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
（
以
下
略
）

　

さ
ら
に
『
河
野
村
誌 
資
料
編
二
』
に
よ
っ
て
、
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
み

よ
う（

（
（

。
八
田
村
区
有
文
書
「
北
潟
御
作
事
場
出
精
賞
詞
之
事
」
に
は
、

　
　
　
　

申
渡
覚

　
　

一�　

今
度
於
北
潟
御
作
事
有
之
候
ニ
付
、
諸
職
人
被
召
集
候
中
、
八
田
付

木
挽
共
弐
拾
人
余
被
召
仕
候
処
、
余
勝
甚
出
精
仕
候
段
、
諸
役
人
中
見

届
之
上
被
申
達
、
即
於
場
所
御
奉
行
加
藤
長
右
衛
門
殿
、
右
木
挽
共
御

呼
出
之
上
、
出
精
仕
出
来
方
共
、
甚
宜
旨
被
申
聞
、
其
後
右
之
御
作
事

方
相
済
候
上
、
始
終
甚
相
働
候
旨
御
挨
拶
有
之
、
猶
又
右
之
者
共
役
所

へ
召
呼
此
以
後
共
随
分
出
精
申
候
様
可
申
聞
旨
、
御
奉
行
加
藤
長
右
衛

門
殿
・
服
部
吉
左
衛
門
殿
・
河
村
藤
太
夫
殿
御
列
座
ニ
而
御
挨
拶
有
之

候
、

　
　
　

右
之
段
相
心
得
末
々
随
分
太
切
ニ
仕
可
相
勤
候
、

　
　
　
　
　

明
和
九
年
辰
八
月　
　
　

郡
役
所　

御
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
田
村
江

と
あ
っ
て
、
八
田
村
か
ら
二
〇
人
も
の
木
挽
き
が
召
出
さ
れ
、
御
奉
行
列
席
の

上
褒
賞
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
、
冒
頭
に
挙
げ
た
木
札
に
は
「
八
田
村
與
三
兵
衛
」
と
記
さ
れ
て
い
る

が
、「
八
田
村
区
有
文
書
」
の
明
治
期
の
割
賦
書
に
は
「
長
百
姓
増
永
与
三
平
」

な
ど
の
名
前
が
散
見
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
『
福
井
県
南
條
郡
誌（

（
（

』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

●�

八
田
木
挽　

古
来
志
比
大
工
に
八
田
木
挽
と
称
し
木
挽
に
堪
能
な
る
も

の
多
か
り
し
と
い
ふ
今
猶
免
札
を
伝
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

免
札　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
谷
喜
左
衛
門

　
　
　

（
表
面
）
御
作
事
所　
　
　
　
　
　
　

（
裏
面
）
高
久
官
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
楽
城
八
田
村　
　
　
　
　
　
　

蓮
川
治
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
挽
廿
人
之
内　
　
　
　
　
　

吉
村
武
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
村
喜
助

　
　
　

二　

八
田
村
妙
休
寺
に
つ
い
て

　

次
に
木
札
を
発
給
し
た
妙
休
寺
に
つ
い
て
、『
福
井
県
南
條
郡
誌
』
に
よ
っ

て
み
て
み
よ
う（

（
（

。

　
　

�

〇
妙
休
寺　

一
向
宗
本
願
寺
派　

中
山
八
田
に
あ
り
。
境
内
百
二
十
坪
、

由
緒　

開
基
佐
々
木
坂
東
佐
衛
門
治
郎
、
親
鸞
上
人
の
弟
子
と
な
る
。
其

後
文
明
三
年
蓮
如
上
人
の
弟
子
と
な
り
、
法
名
を
妙
休
と
賜
は
り
、
寺
院

を
建
立
し
法
名
を
寺
号
と
す
。
両
上
人
腰
掛
の
石
今
に
残
れ
り
。
当
寺
は

元
、
中
山
村
知
志
賀
谷
に
有
り
し
が
百
七
八
十
年
前
今
の
地
に
移
転
せ
り

と
い
ふ
。

　

現
在
、
当
寺
は
廃
寺
と
な
り
、
前
住
職
の
御
子
息
（
遊
亀
氏
）
の
奥
様
の
話

に
よ
れ
ば
、
寺
の
寺
仏
な
ど
は
北
陸
高
校
に
寄
託
さ
れ
た
と
い
う
。
他
に
は
残
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さ
れ
た
遺
物
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
前
住
職
の
姓
は
佐
々
木
氏
で

あ
る
。

　
　
　

三　

妙
法
院
文
書
に
つ
い
て

　
『
福
井
県
南
條
郡
誌（

（
（

』
に
は
、

　
　

�

●
八
田　
〔
越
前
国
名
蹟
考
〕
甲
楽
城
八
田
、
甲
楽
城
浦
よ
り
東
ノ
方
山

中
に
あ
り
。
織
田
ノ
庄
妙
法
院
御
領
た
り
し
事
古
文
書
あ
り
。

　
　

�（
京
都
妙
法
院
文
書
写
）
越
前
国
織
田
庄
内
八
田
別
所
事
、
止
二
方
々
違

乱
一
可
レ
全
二
所
務
一
之
由
可
レ
有
二
御
下
知
一
之
旨
、
院
御
気
色
所
候
也
、

以
二
此
旨
一
可
レ
被
二
申
入
一
妙
法
院
宮
給
、
仍
執
達
如
件
、

　
　
　
　

六
月
十
五
日　

権
中
納
言
□資

朝

　
　
　
　
　
　

宮
内
卿
法
眼
御
房

と
し
て
妙
法
院
文
書
を
引
い
て
い
る
が
、『
河
野
村
誌
』
は
こ
の
文
書
を
取
り

上
げ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
杉
本
寿
編
『
越
前
国
織
田
荘
劔
大
明
神
誌（

（
（

』
は
、「
別
所
」
を
朶
村

と
解
釈
し
、
八
田
新
田
（
丹
生
郡
八
田
村
）
を
指
す
文
書
と
の
見
解
を
述
べ
て

い
る
。
ま
た
『
福
井
県
史
』
で
は
、
八
田
別
所
に
丹
生
郡
の
ル
ビ
を
振
っ
て
お

り（
（
（

、
同
様
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
「
別
所
」
と
は
朶
村
の
意
で
は
な
く
、「
本
寺
か
ら
離
れ
た
一
定
の

区
域
内
の
僧
が
修
行
の
た
め
に
と
ど
ま
る
場
所
」
と
み
て
、
こ
の
見
解
に
異
を

唱
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
「
妙
法
院
文
書
」
に
は
こ
の
他
に
も
、
関
連
す
る
文
書
に
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。

①
「
越
前
国
留
守
所
下
文
」
健
保
六
年
（
一
二
一
八（

（
（

）

　
　

留
守
所
下　
　
　
　

織
田
庄

　
　
　

�

可
早
任　

七
条
院
庁
御
下
文
并
国
司
御
庁
宣
状
、
御
使
相
共
堺
四
至
打

榜
示
、
立
券
言
上
。
歓
喜
寿
院
御
領
織
田
庄
壱
所
事
（
中
略
）

　
　
　
　
　

健
保
六
年
十
月　

日
（
後
略
）

②
「
尊
性
法
親
王
遺
告
状
案
」
延
応
元
年
（
一
二
三
九（

（
（

）

　
　

（
前
略
）

　
　
　

寺
領

　
　

（
中
略
）

　
　

織
田
庄
内
江
並
村
并
内
郡　

付
開
発
、
御
年
貢
綿
佰
五
十
両
、
蔵
人
所
定

　
　

（
以
下
略
）

　
　
　
　

延
応
元
年
八
月　

日

③
「
公
性
譲
状
」
寛
元
三
年
（
一
二
四
五（

（（
（

）

　
　

謹
譲
進

　
　
　
　

坊
舎
聖
教
等
事
、

　
　

（
中
略
）

　
　
　

坊
領

　
　
　
　

越
前
国
八
田
別
所　

預
所
空
慶
阿
闍
梨

　
　

（
以
下
略
）

　
　
　
　

寛
元
参
年
四
月
十
七
日　

沙
門
公
性
（
花
押
）

④
「
尊
澄
法
親
王
令
旨
」
建
武
二
年
（
一
三
三
五（

（（
（

）

　
　

門
跡
領
越
前
国
織
田
庄
所
務
可
停
止
国
衙
濫
妨
間
事
、　

綸
旨
如
此
、
々
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八
田
木
札
を
め
ぐ
っ
て

　
　

上
者
内
郡
同
可
全
所
務
旨
、　

座
主
宮
令
旨
所
候
也
、
仍
執
達
如
件
、

　
　
　
　
「
建異

筆武
二
年
」
八
月
九
日

　
　
　

謹
上　

中
納
言
律
師
御
房

⑤
「
光
厳
上
皇
院
宣
」
建
武
四
年
（
一
三
三
七（

（（
（

）

　
　

�

越
前
国
織
田
庄
内
八
田
別
所
事
、
止
方
々
違
亂
可
全
所
務
之
由
、
可
有
御

下
知
之
旨
、

　
　

院
御
気
色
所
候
也
、
以
此
旨
可
令
申
入
妙
法
院
宮
給
、
仍
執
達
如
件

　
　
　
　
　

六
月
十
五
日　
　

権
中
納
言
資
明

　

宮
内
卿
法
眼
御
房

⑥
「
亮
性
法
親
王
庁
解
」
康
永
三
年
（
一
三
四
四（

（（
（

） 

　
　

無亮

性品
親
王
庁
解　

申
請　

天
裁
事

　
　
（
中
略
）

　
　

一
、
西
塔
東
谷
常
住
金
剛
院　

付
箕
浦
庄
寺
用

　
　
（
中
略
）

　
　
　

越
前
国
八
田
別
所

　
　
　
　

�

件
所
者
、
平
泉
寺
寺
僧
良
寛
開
発
之
地
也
、
寄
進
三
宮
御
油
料
所
、

至
于
僧
宗
慶
知
行
之
時
、
寄
附
門
跡
領
矣

　
　
（
中
略
）

　
　
　
　

康
永
三
年
七
月　

日　

別
当
法
眼
和
尚
位
行
祐
奉

⑦
「
亮
性
法
親
王
庁
解
」
康
永
三
年
（
一
三
四
四（

（（
（

）

　
　

□亮
性

品
親
王
庁
解　

□申

請□　

□天

裁□
事

　
　
（
中
略
）

　
　

一
、
円
音
寺
検
校
職
事
、

　
　
（
中
略
）

　
　
　

越
前
国
織
田
庄

　
　
　
　

�

件
庄
者
．
本
領
主
阿
波
守
高
階
宗
泰
、
健
保
六
年
以
本
家
職
寄
進
、

七
条
院
、
而
女
院
安
貞
二
年
被
譲
進
二
品
尊
性
親
王
之
後
、
宗
泰
又

以
領
家
職
令
寄
進
円
音
寺
之
間
、
為
門
跡
一
円
之
管
領
、
代
代
相
伝

年
久
矣

　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　

康
永
三
年
七
月
日　
　

別
当
法
眼
和
尚
位
行
祐
奉

⑧
「
妙
法
院
当
知
行
目
録
案
」
文
和
二
年
（
一
三
五
四（

（（
（

）

　
　
（
前
略
）

　
　

一
、
円
音
寺　

付
当
寺
官
領
庄
々

　
　
　

越
前
国
織
田
庄　

十
三
箇
村
（
以
下
略
）

　
　
　

文
和
二
年
十
月　

日

⑨
「
静
昭
譲
状
」
永
徳
二
年
（
一
三
八
二（

（（
（

）

　
　

�

越
前
国
織
田
庄
内
八
田
別
所
并
仰
木
庄
内
萱
殿
名
事
、
静
昭
為
公
恩
多
年

知
行
、
于
今
無
依
違
候
、
而
今
老
病
益
急
、
余
命
待
時
候
、
仍
彼
両
所
事

尤
雖
可
上
表
候
、
如
此
田
園
所
職
等

　
　
（
中
略
）

　
　
　
　
　

永
徳
二
年
十
二
月
十
七
日　
　

静
昭
（
花
押
）

　
　
　

小
坂
御
坊

　

以
上
を
子
細
に
見
て
み
る
と
、「
織
田
庄
内
八
田
別
所
」
と
記
す
の
は
、⑤
「
光

厳
上
皇
院
宣
」
が
初
出
で
、
⑥
「
亮
性
法
親
王
庁
解
」
で
は
「
越
前
国
八
田
別

所　

件
所
者
、
平
泉
寺
寺
僧
良
寛
開
発
之
地
也
、
寄
進
三
宮
御
油
料
所
、
至
于
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僧
宗
慶
知
行
之
時
、
寄
附
門
跡
領
矣
」
と
あ
り
、
妙
法
院
領
と
な
っ
た
も
の
の
、

そ
の
後
の
永
徳
年
間
で
も
「
織
田
庄
内
八
田
別
所
」
は
織
田
庄
と
は
別
に
静
昭

が
知
行
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　

ま
た
、
当
地
は
平
泉
寺
の
良
覚
が
開
発
し
た
土
地
で
、
以
降
も
織
田
庄
と
は

別
に
領
知
さ
れ
て
い
た
。
織
田
庄
と
は
離
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
知

行
が
十
分
で
き
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
。
つ
ま
り
八
田
別
所
が
丹
生
郡
内
に

あ
っ
た
と
す
る
根
拠
は
何
処
に
も
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
別
所
と
は
「
本
寺
か
ら
離
れ
た
一
定
の
区
域
内
の
僧
が
修
行
の

た
め
に
と
ど
ま
る
場
所
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
は
当
初
は
平
泉
寺
の
修
験

僧
が
開
い
た
場
所
の
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
遠
隔
地
故
に
管
理
が
行
き
届
か

ず
、
横
領
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
た
と
は
み
ら
れ
ま
い
か
。

　
　
　

四　

佐
々
木
姓
に
つ
い
て

　

八
田
妙
休
寺
の
開
祖
は
佐
々
木
坂
東
佐
衛
門
治
郎
、
法
号
は
妙
休
と
し
て
い

る
。
越
前
で
は
佐
々
木
姓
と
い
え
ば
、
茗
荷
谷
の
佐
々
木
三
助
、
折
立
の
称
名

寺（
（（
（

、
橋
立
の
真
宗
寺
、
別
源
円
旨
の
兄
の
佐
々
木
姓
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
「
親
鸞
聖
人
遺
徳
法
輪
集
」
に
掲
載
さ
れ
る
各
寺
院
の
項
目
か
ら
、

佐
々
木
氏
に
関
連
す
る
部
分
を
列
記
す
る
。

「
信
濃
国
筑
摩
郡
府
中
松
本
正
行
寺（

（（
（

」。 

　
　

�

当
寺
ハ
仁
王
五
十
九
代
宇
田
天
皇
ヨ
リ
系
譜
シ
テ
佐
々
木
ノ
四
郎
高
綱
、

発
心
シ
テ
高
野
ニ
ノ
ホ
リ
、（
中
略
）
聖
人
越
後
へ
趣
タ
マ
フ
ヲ
ツ
タ
ヘ

キ
ヽ
（
中
略
）
御
弟
子
ト
ナ
レ
リ
、即
法
名
ヲ
了
智
卜
ナ
ツ
ケ
タ
マ
ヘ
リ
、

ソ
ノ
ヽ
チ
信
州
筑
摩
郡
府
中
栗
林
ニ
テ
正
行
寺
ヲ
起
立
セ
リ
云
々

　
　
（
中
略
）

　
　

一�

四
尊
佛　

祖
師
卜
法
善
卜
西
佛
卜
了
智
ト
ナ
リ
、
聖
人
ノ
御
影
ハ
色
衣

ヲ
著
シ
タ
マ
ヘ
リ
、
法
善
（
海
野
小
太
郎
信
濃
守
幸
親
の
子
）
ハ
越
前

ノ
橋
立
真
宗
寺
開
祖
、西
佛
ハ
康
楽
寺
（
信
濃
埴
科
郡
鹽
崎
白
鳥
）
開
、

了
智
ハ
正
行
寺
開
基
ナ
リ
（
後
略
）

「
越
前
国
福
居
橋
立
真
宗
寺（

（（
（

」 

　
　

�

当
寺
開
基
光
實
ハ
仁
王
五
十
九
代
宇
田
天
皇
ヨ
リ
系
譜
シ
テ
佐
々
木
ノ
三

郎
森
綱
ナ
リ
、
聖
人
ノ
化
導
ニ
ヨ
ジ
テ
厭
離
ノ
心
フ
カ
ク
欣
求
ノ
思
ヒ
切

ニ
シ
テ
忽
ニ
髷
ヲ
ハ
ラ
ヒ
御
弟
子
ト
ナ
リ
法
名
光
實
又
ハ
法
善
房
ト

モ
イ
フ
ナ
リ

ト
ク
ダ
サ
リ

ケ
リ
、
ソ
ノ
後
越
前
ノ
国
橋
立
ニ
一
宇
ヲ
起
立
シ
テ
真
宗
寺
卜
號
セ
リ
、

中
古
同
福
居
ニ
移
住
ス
云
々

　

つ
い
で
「
大
谷
遺
跡
録
」
か
ら
、
同
様
の
個
所
を
引
用
す
る
。

「
昌
向
山
真
宗
寺
記（

（（
（

」

　
　

�

越
州
吉
田
郡
福
井
昌
向
山
橋
立
真
宗
寺
は
法
善
房
光
實
俗
名
佐
々
木
三
郎

光
實
と
い
へ
り

越
州
橋

立
に
一
宇
を
起
立
し
て
教
導
し
、
竟
に
正
元
元
年
七
月
二
日
示
寂
す
。
中

古
福
井
に
移
住
す
。
高
祖
真
書
十
字
名
号
を
安
置
す
。（
光
實
画
像
、
上

宮
太
子
木
像
、
高
祖
蓮
師
対
座
御
影
あ
り
）

「
箕
手
山
法
光
寺
記（

（（
（

」 
　
　

�
越
前
国
足
羽
郡
岩
倉
箕
手
山
法
光
寺
は
、
法
善
房
光
實
の
所
開
建
也
、
法

善
法
師
俗
姓
は
佐
々
木
源
三
秀
義
三
男
佐
々
木
三
郎
盛
綱
息
同
太
郎
信

實
、
其
子
次
郎
兵
衛
實
秀
法
名

寂
念

其
子
を
佐
々
木
三
郎
光
實
と
伝
へ
り
。
高
祖

上
足
弟
子
。顕
智
法
師
の
弟
子
に
列
り
、其
名
を
法
善
房
光
實
と
称
す
。（
始
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池
田　

八
田
木
札
を
め
ぐ
っ
て

は
常
州
猿
子
に
あ
り
、
故
に
ま
し
こ
の
光
實
と
云
。
当
寺
の
什
宝
、
高
祖

木
像
、
上
宮
太
子
の
像
二
体
あ
り
。
来
迎
佛
恵
心
の
筆
な
り
）

　

以
上
を
整
理
す
る
と
「
箕
手
山
法
光
寺
記
」
の
記
載
が
最
も
省
略
が
な
い
と

思
わ
れ
る
。

　
　

�

佐
々
木
源
三
秀
義
―
三
男
佐
々
木
三
郎
盛
綱
―
息
同
太
郎
信
實
―
其
子
次

郎
兵
衛
實
秀
（
法
名
寂
念
）
―
其
子
三
郎
光
實
（
法
善
房
光
實
）

と
な
り
、
高
祖
上
足
弟
子
、
顕
智
法
師
（
艮
佛
の
弟
子
）
の
弟
子
に
列
な
り
、

初
め
は
常
州
猿
子
（
現
栃
木
県
益
子
町
）
に
あ
り
、
後
に
岩
倉
法
光
寺
を
創
建

し
た
。
八
田
妙
休
寺
と
は
、
そ
の
後
裔
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

後
は
「
茗
荷
谷
の
佐
々
木
三
助
」
で
あ
る
が
、
系
図
は
伝
来
し
て
い
な
い
。

典
拠
は
示
し
え
な
い
が
、
杉
本
寿
氏
は
「
茗
荷
佐
々
木
氏
は
平
姓
佐
々
木
」
と

話
し
て
い
る（

（（
（

。
も
し
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
「
別
源
円
旨
塔
銘
」
に
、
別
源
の
出

自
を
「
当
国
人
片
上
平
氏
父
観
智
、
母
妙
性
卜
号
ス
」
と
記
し
て
い
る
点
が
、

似
て
い
る
の
で
別
源
の
系
図
が
参
考
に
な
る
。

「
合
志
家
系
図　

〇
肥
後　

合
志
家
系
図
源
姓
佐
々
木
氏（

（（
（

」 

時
長
次
郎
右
衛
門

法
名
道
念　
　
　

長
綱
（
後
合
志
氏
名
乗
）

時
綱
佐
々
木
左

衛
門
尉

�

別
源
和
尚
諱
円
旨
、
於
越
前
出

家
住
久
米
寿
勝
寺

了
快
阿
闍
梨
住
南
都

無
動
寺

「
肥
後
国
志（

（（
（

」 

　
　

�

佐
々
木
四
郎
高
綱
―
太
郎
重
綱
―
四
郎
高
重
（
左
衛
門
少
尉
）
―
四
郎
左

衛
門
泰
高
―
五
郎
左
衛
門
時
高
―
六
郎
時
長
（
次
郎
左
衛
門
）
―
四
郎
左

衛
門
長
綱
（
正
応
三
年
三
月
、
浅
原
八
郎
為
頼
の
乱
に
長
綱
・
其
党
と
な

る
、
故
に
叡
山
に
逃
れ
、
延
暦
寺
座
主
法
灯
僧
正
に
倚
り
て
叡
山
に
匿
る
。

肥
後
合
志
郡
は
延
暦
寺
領
な
り
、
座
主
密
か
に
長
綱
を
遣
し
て
寺
領
奉
行

と
為
す
、
延
元
二
年
八
月
、
来
り
て
合
志
郡
真
木
村
に
居
り
、
因
り
て
家

号
を
改
め
、
合
志
と
為
す
。
応
安
二
年
七
月
六
日
死
、
法
名
久
念
、
円
満

寺
に
葬
る
）

　

こ
れ
に
従
う
と
、
秀
善
の
三
男
盛
綱
の
系
が
岩
倉
法
光
寺
と
な
り
、
四
男
高

綱
の
系
が
別
源
の
片
上
平
氏
と
な
り
、
平
姓
佐
々
木
氏
は
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
八
田
妙
休
寺
の
佐
々
木
氏
が
当
地

へ
入
り
込
ん
だ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
岩
倉
法
光
寺
に
は
上
宮
太
子

像
が
二
体
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
信
者
に
は
木
工
関
係
者
が
多

く
い
て
、
こ
う
し
た
山
民
が
支
配
し
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
中

山
に
は
岩
倉
姓
の
方
が
お
ら
れ
、
岩
倉
法
光
寺
の
在
所
か
ら
の
流
入
か
も
し
れ

な
い
。

　

ま
た
、
妙
休
寺
前
住
職
の
姓
は
佐
々
木
氏
で
あ
り
、
旧
本
堂
の
鬼
瓦
は
四
ツ

目
で
あ
っ
た
。
寺
地
の
墓
地
に
は
、
四
ツ
目
姓
不
詳
一
基
と
佐
々
木
（
四
ツ
目

車
）、
竹
原
、
鶴
田
（
丸
に
一
文
字
）、
坂
東
（
四
ツ
目
）
各
一
基
。
近
く
に
橋

本
（
四
ツ
目
）、
坂
東
（
四
ツ
目
）、
青
木
、
小
林
、
道
場
氏
の
墓
が
あ
り
、
四

ツ
目
が
と
て
も
多
い
。

　

な
お
、『
河
野
村
誌
』
の
八
田
在
住
者
に
は
、
青
木
氏
二
軒
、
小
林
、
道
場
、

古
嶋
各
一
軒
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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五　

河
野
村
通
傳
寺
に
つ
い
て

　
『
河
野
村
誌
』
に
は
、
冒
頭
の
木
札
に
似
た
木
札
の
写
真
が
挙
げ
ら
れ
、
郡

浦
通
伝
寺
の
「
御
改
ニ
付
寺
伝
書
上
帳
」
に
は
八
田
村
妙
休
寺
が
追
書
き
保
証

を
し
て
い
る
。
少
々
冗
長
で
は
あ
る
が
、
こ
の
木
札
に
記
さ
れ
た
「
九
条
御
殿

御
別
殿
」
の
手
掛
か
り
と
な
り
う
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
見
て
お
く
こ
と

と
し
た
い
。
参
考
ま
で
に
、
あ
ら
か
じ
め
「
月
輪
殿
」
に
つ
い
て
説
明
を
し
て

お
く
。
後
掲
す
る
「
九
條
殿
添
書
」
に
記
さ
れ
た
「
月
輪
前
摂
政
関
白
太
政
大

臣
兼
実
公
」
と
は
九
條
兼
実
の
こ
と
で
、
親
鸞
が
綽
空
（
範
宴
）
と
名
乗
っ
て

い
た
頃
、
親
鸞
を
援
助
し
、
兼
実
の
娘
玉
日
姫
を
親
鸞
に
娶
ら
せ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。

「
御
改
ニ
付
寺
伝
書
上
帳（

（（
（

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
條
郡
河
野
浦　

通
伝
寺

　
　
　
　
　

覚

　
　

一　

浄
土
真
宗　
　
　
　
　
　

住
吉
山　

通
伝
寺

　
　

一　

本
山
京
都
本
願
寺

　
　
　
　

�

本
末
の
由
緒
ハ
当
時
開
基
祐
信
、
長
禄
年
中
本
願
寺
第
八
世
蓮
如
上

人
江
致
帰
依
、
御
筆
物
致
頂
戴
、
今
に
安
置
仕
候

　
　

一　

本
尊
阿
弥
陀
如
来　

長
禄
四
年　

開
基
祐
信

　
　

一　

寺
地
ハ　

東
西
十
一
間　

南
北
二
十
二
間

　
　
（
中
略
）

　
　

一　

境
内　

但
古
来
村
除
地

　
　

一　

寺
格　

本
山
𥿻
袈
裟

　
　

一　

住
職　

文
化
三
年
よ
り
二
十
五
年　

乗
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

檀
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　

右
此
度
御
改
ニ
付
、
書
付
差
上
申
候　

以
上

　
　
　
　
　

文
政
十
三
庚
寅
年
四
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
伝
寺

　
　

右
通
伝
寺
差
上
候
書
付
之
相
違
無
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
末
仲
門
南
條
郡
八
田
村
妙
休
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
郡
河
野
浦　

庄
屋　

三
郎
兵
衛
（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

檀
中
惣
代
同
郡
同
村　

長
右
衛
門
（
印
）

「
九
條
殿
添
書（

（（
（

」

　
　
（
印
）

　
　

今
般

　
　

�

月
輪
前
摂
政
関
白
太
政
大
臣
兼
実
公
、
六
百
五
拾
回
御
遠
忌
ニ
付
、
為
御

追
福
御
蔵
書
之
三
部
妙
典
御
施
行
被
為
在
候
儀
ハ
、
全
御
宗
門
御
引
立
之

思
召
、
依
之
従

　
　

関
白
殿

　
　

御
尊
前
江
御
葩
御
下
ヶ
札
、
永
々
御
寄
附
ニ
候
也

　
　
　
　

安
政
六

　
　
　
　
　

末
ノ
六
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　

九
條
殿
御
内
御
懸
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
武
司
馬
之
祐　

印

　
　
　
　
　

浄
土
真
宗
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八
田
木
札
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

越
前
国
南
條
郡
河
野
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
伝
寺
殿

「
木
札
１（
（（
（

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
條
御
殿

　
　
　
　
　
　

御
印
鑑　
　
　

御
賄
方

　
　

慶
応
三
丁
卯
年　
　
　

越
前
南
條
郡　
　

通
伝
寺

　
　
　
　

四
月
廿
日
出
参　

河
野
浦
直

「
木
札
２（

（（
（

」

　
　

（
表
）
九
條
殿
御
役
所　
　

（
裏
）
越
前
国
南
條
郡

　
　
　
　
　

御
印
鑑　
　
　
　
　
　
　
　

河
野
浦　

通
伝
寺

　

こ
こ
に
挙
げ
た
「
九
條
殿
添
書
」
と
「
木
札
２
」
は
、
冒
頭
に
挙
げ
た
木
札

の
表
書
に
あ
る
「
九
條
殿
御
別
殿
」
と
は
別
の
「
九
條
殿
御
役
所
」
の
肩
書
で

あ
る
。
ま
た
、「
木
札
１
」
の
「
六
條
御
殿
」
と
は
西
本
願
寺
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
こ
の
賄
方
の
木
札
で
あ
る
。

　
　
　

六　

興
正
寺
派
に
つ
い
て

　

甲
楽
城
善
了
寺
の
御
住
職
の
談
に
よ
れ
ば
、
甲
楽
城
善
了
寺
・
河
野
通
伝
寺
・

八
田
妙
休
寺
・
広
瀬
教
善
寺
は
本
願
寺
に
属
し
て
い
る
が
、
寺
内
で
は
興
正
寺

派
に
属
し
て
い
る
と
い
う
。

　

興
正
寺
は
真
仏
の
分
流
武
蔵
荒
木
の
源
海
が
起
こ
し
た
満
福
寺
を
中
心
と
す

る
荒
木
門
徒
の
流
れ
を
汲
み
、
真
仏
―
了
源
を
中
興
の
祖
と
す
る
。
江
戸
期
に

は
西
本
願
寺
の
脇
門
跡
と
な
り
、
本
願
寺
と
同
体
と
な
っ
て
い
た
が
、
明
治
九

年
に
真
宗
興
正
寺
派
と
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
前
述
の
四
ケ
寺
は
興
正
寺
派
に

属
し
て
い
た
が
、
明
治
に
な
っ
て
興
正
寺
に
戻
ら
ず
、
本
願
寺
の
ま
ま
で
今
日

に
至
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
佐
々
木
系
真
宗
寺
院
の
現
在
は
、
折
立
稱
名
寺
・
栃
泉
法
光
寺

は
高
田
派
に
属
し
て
お
り
、
橋
立
真
宗
寺
は
本
願
寺
派
に
属
し
て
い
る
。

　
　
　

七　

木
札
に
つ
い
て

　

こ
こ
か
ら
は
冒
頭
に
挙
げ
た
木
札
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
く
。

　

写
真
４
（
木
札
１
）
は
六
篠
御
殿
御
賄
方
つ
ま
り
西
本
願
寺
賄
方
が
発
行
し

た
門
艦
、
門
札
の
部
類
と
み
ら
れ
、
写
真
５
（
木
札
２
）
も
九
條
殿
御
役
所
が

発
行
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

写真４

　

し
か
し
、
図
２
の
木
札
の
裏
面
に
は
「
八
田
村
妙
休
寺
門
徒
・
同
所
與
三
兵

衛
」
と
記
さ
れ
、印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
見
て
も
前
者
と
は
趣
が
異
な
る
。

與
三
兵
衛
は
妙
休
寺
の
檀
家
で
あ
り
、
寺
請
の
要
素
が
入
っ
て
い
る
た
め
、
関

所
往
来
の
身
分
証
明
を
果
た
し
て
お
り
、
九
條
御
殿
御
別
殿
の
証
明
が
つ
い
て

い
る
点
で
、
木
挽
き
鑑
札
の
役
目
を
果
た
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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写真５

　
　
　

八　

九
條
御
殿
御
別
殿
に
つ
い
て

　

つ
い
で
、「
九
條
御
殿
御
別
殿
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

守
口
市
に
あ
る
教
應
寺
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
の
門
前
に
は
「
九
條
殿
御

別
殿
御
役
所
・
顕
如
上
人
御
旧
跡
」
と
書
か
れ
た
門
柱
が
立
っ
て
い
る
。
こ
こ

に
は
表
札
木
札
が
保
存
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。 

　
　
　

九
條
殿
御
別
殿

　
　
　
　

御
役
所　

印

　
　
　
　
　
　
　
　

河
州
茨
田
郡
六
番
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
應
寺

と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
御
別
殿
」は
教
應
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
。

加
え
て
補
足
す
る
と
写
真
１
・
３
と
同
じ
焼
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

写真６　河州教應寺の記載

写真７　九條殿御別殿の焼印

写真８　越前式月輪

　

ま
た
、
兼
実
公
の
六
五
〇
回
忌
に
用
い
た
浄
土
三
部
経
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
教
應
寺
に
は
寛
政
年
間
の
棟
札
が
現
存
し
て
い
る
が
、
そ
の
裏
面
に
あ
る

由
緒
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

奉
由
来
書
□
申
上
候
事

　
　

一　
�

河
内
之
国
茨
田
郡
大
庭
六
番
村
教
應
寺
ハ
元
祖
奥
氏
清
右
衛
門
也
、

云
々
ハ
浄
土
真
宗
信
者
本
派
本
願
寺
本
山
ハ
遠
路
ノ
故
ニ
右
清
右
衛

門
道
場
ヲ
建
立
シ
本
山
ヨ
リ
本
尊
ハ
阿
弥
陀
如
来
画
像
ヲ
申
請
ケ
世
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ニ
毛
坊
主
ト
称
シ
テ
寛
永
八
年
ヨ
リ
寛
文
元
年
辛
丑
迄
参
拾
年
間
相

勤
候
、
右
清
右
衛
門
寛
文
元
年
十
一
月
十
五
日
享
年
八
拾
壱
歳
ニ
テ  

病
死
法
名
ハ
浄
西
ト
称
ス
（
一
部
判
読
で
き
ず
）
其
レ
ヨ
リ
元
禄
弐

年　

迄
無
住
之
処
、
仁
兵
衛
剃
髪
シ
テ
法
名
願
西
ト
称
シ
テ
宝
永
元

年
迄
住
持
ス
、
此
時
ニ
越
中
国
ヨ
リ
浄
角
ト
申
ス
僧
元
禄
十
五
年
壬

午
廿
八
日
本
山
ヘ
御
礼
銀
上
納
木
佛
及
寺
号
ヲ
請
ケ
候
、
越
中
国
姉

負
郡
八
尾
町
聞
名
寺
ノ
人
ナ
リ
、
聞
名
寺
ハ
越
中
國
真
宗
寺
院
中
ノ

大
坊
ナ
リ
、奥
氏
清
右
衛
門
ハ
代
々
ノ
百
姓
ニ
テ
荘
屋
七
代
相
次
候
、  

現
今
ノ
奥
庄
太
郎
家
是
ナ
リ

　

こ
の
由
緒
に
は
「
九
條
殿
御
別
殿
」
を
称
し
た
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

　
　
　

九　

九
條
殿
御
別
殿
に
つ
い
て

　

別
の
木
札
か
ら「
御
別
殿
」に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。上
越
市
の「
森

本
家
文
書
」
に
は
先
掲
の
河
野
通
伝
寺
の
木
札
と
同
型
の
も
の
が
残
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
文
書
等
を
見
て
お
こ
う（

（（
（

。

　
「
九
條
殿
添
書
」
の
冒
頭
は
通
伝
寺
添
書
と
同
文
で
日
付
と
宛
先
は
「
万
延

元
年
申
六
月
、
越
後
国
福
成
寺
殿
」
と
あ
る
。
木
札
と
包
紙
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

　
　

（
内
側
包
紙
）
御
別
殿
拝
禮
御
札

　
　
　
　
　
　
　
　

御
焼
印
木
札
一
枚

　
　

（
木
札
）（
省
略
）

　
　

（
外
側
包
紙
）
御
別
殿　
　

越
後
国
頚
城
郡

　
　
　
　
　
　
　
　

拝
禮
御
札　

木
田
村　

福
成
寺
門
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
豆
新
田
村
森
本
文
左
衛
門

ま
た
「
送
り
状
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

九
條
殿
御
施
経
ニ
附
御
冥
加
金
上
ル

　
　

外

　
　

九
條
関
白
殿
三
部
妙
典
御
寄
附
札　

壱
枚

　
　

御
葩
御
寄
附　

九
條
関
白
殿
札　
　

壱
枚

　
　

御
葩
折
紙
包
入
三
枚

　
　

焼
御
印
札　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
枚

　
　

御
添
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
枚

　
　

〆
五
品

　
　

是
ハ
万
延
元
庚
申
年
六
月　

木
田
村
福
成
寺
相
送
ル
来
り
申
候

　

以
上
の
通
り
、
万
延
元
年
六
月
に
は
九
條
御
殿
御
別
殿
で
兼
実
公
の
六
五
〇

回
忌
法
要
が
挙
行
さ
れ
た
よ
う
だ
。
な
お
福
井
県
内
で
は
勝
山
賢
勝
寺
（
本
願

寺
派
）
に
同
じ
様
式
の
「
添
え
書
き（

（（
（

」、
西
光
寺
（
天
台
真
盛
派
）
に
は
同
法

事
の
「
達
書（

（（
（

」
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
福
成
寺
（
大
谷
派
）
と
も
ど
も
宗
派
を

超
え
て
寄
付
の
勧
誘
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
「
九
條
殿
御
別
殿
」
と
は
兼
実
公
の
御
霊
屋
で
あ
り
、
上

越
の
福
成
寺
は
守
口
の
教
應
寺
（
九
条
殿
御
別
殿
）
へ
も
参
拝
し
た
こ
と
が
判

明
し
た
。
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一
〇　

松
岡
昌
蔵
寺
へ
の
木
仏
譲
渡
に
つ
い
て

　

昌
蔵
寺
文
書
に
木
仏
譲
渡
の
記
事
が
あ
る
た
め
、こ
れ
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　
　
　
　

證（
（（
（

 

　
　

一　

月
輪
殿
下
御
木
像

　
　

一　

親
鸞
聖
人
御
木
像

　
　

一　

玉
日
君
御
木
像

　
　

�

右
者
慥
御
殿
深
草
西
岸
寺
江
御
寄
附
之
寶
物
候
處
此
度
其
寺
江
相
譲
候
得

ニ
違
無
之
候
条
、
御
大
切
ニ
守
護
可
有
之
者
也

　
　
　

文
久
二
年
戌
九
月

　
　
　
　

九
條
殿
御
内　
　
　

宮
武
司
馬
之
介
（
印
）

　
　
　

越
前
国
松
岡　

昌
蔵
寺
殿

　

深
草
西
岸
寺
（
本
願
寺
派
）
は
玉
日
姫
の
墓
所
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
こ
へ
の
木
像
移
管
を
取
り
止
め
、
松
岡
昌
勝
寺
（
本
願
寺
派
）
へ
月
輪
殿
、

親
鸞
、
玉
日
姫
三
体
の
木
像
を
譲
る
こ
と
に
決
し
た
と
の
文
言
で
あ
る
。
文
久

二
年
（
一
八
六
二
）
九
月
は
前
述
の
兼
実
公
六
五
〇
回
忌
法
要
（
万
延
元
年

《
一
八
六
〇
》
六
月
）
を
済
ま
せ
た
翌
々
年
に
当
た
る
。

　
　
　

一
一　

月
輪
殿
追
慕
に
つ
い
て

　

以
上
、
検
討
を
進
め
た
結
果
、
妙
休
寺
と
九
條
殿
御
別
殿
と
の
関
係
は
明
ら

か
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
八
田
妙
休
寺
発
給
の
木
札
は
①
他
に
配
ら
れ

た
木
札
の
様
式
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
。
②
八
田
増
永
家
が
二
枚
も
当
木
札
を

所
持
し
て
い
た
の
か
。
少
な
く
と
も
法
要
へ
の
寄
付
金
へ
の
謝
礼
木
札
配
布
は

各
寺
へ
壱
枚
の
み
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
不
可
解
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
③
木
挽
き
家
業
の
決
し
て
裕
福
で
な
い
家
が
高
額
な
寄
付
金
を
工
面

で
き
た
の
か
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
、
当
木
札
は
九
條
殿
六
五
〇
回
忌
に
配

ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
み
て
、
別
の
視
点
で
考
察
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

次
に
中
野
専
照
寺
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
「
月
の
輪
の
名
號
縁
起（

（（
（

」
が
あ
る
。

紙
数
の
都
合
で
本
文
の
記
載
は
省
く
が
、
越
前
に
お
い
て
も
月
輪
名
号
と
し
て

伝
来
し
て
い
た
。
し
か
も
、
時
は
本
願
寺
顕
如
上
人
の
時
代
と
い
う
。
專
照
寺

の
開
基
如
道
の
師
は
真
仏
の
弟
子
三
河
円
善
で
あ
る
た
め
、
真
仏
以
来
、
月
輪

殿
を
崇
め
て
い
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
佐
々
木
流
も
真
仏
の
弟
子
顕
智
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
佐
々
木
流
も

月
輪
を
崇
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。結
城
称
名
寺
は
真
仏
の
開
基
で
あ
る
が
、

当
寺
に
は
玉
日
の
木
像
が
伝
来
し
て
お
り
、
聖
人
の
自
作
で
あ
る
と
か
。
こ
う

し
た
月
輪
殿
並
び
に
玉
日
姫
を
崇
め
る
思
想
は
真
仏
を
通
じ
て
越
前
に
流
入
し

た
と
み
る（

（（
（

。

　
　
　

ま 

と 

め

　

前
掲
の
守
口
教
應
寺
に
は
写
真
９
・
10
の
よ
う
な
太
子
幅
と
阿
弥
陀
座
像
が

脇
侍
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
木
工
関
係
者
の
信
奉
す
る
太
子
信
仰
に
よ
る
関

わ
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
考
さ
れ
る
。
佐
々
木
流
が
太
子
を
崇
め
て

い
た
こ
と
は
「
昌
向
山
真
宗
寺
記
」
や
「
箕
手
山
法
光
寺
記
」
に
上
宮
太
子
木

像
、
上
宮
太
子
像
二
体
が
寺
宝
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
八
田
妙
休
寺
が

太
子
を
信
奉
し
て
い
た
と
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
縁
で
九
條
殿
御
別
殿
に
参
詣
し

て
木
札
を
受
領
し
て
い
た
と
も
推
察
で
き
る
。

写真９　太子幅 

写真 10　阿弥陀座像
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池
田　

八
田
木
札
を
め
ぐ
っ
て

太
子
を
信
奉
し
て
い
た
と
み
れ
ば
、
こ
う
し
た
縁
で
九
條
殿
御
別
殿
に
参
詣
し

て
木
札
を
受
領
し
て
い
た
と
も
推
察
で
き
る
。

写真９　太子幅 

写真 10　阿弥陀座像

註（
１
）『
河
野
村
誌
』（
河
野
村
、
一
九
八
四
年
）
一
二
九
一
～
九
八
頁
「
八
田
区
の
歴
史
」。

（
2
）『
河
野
村
誌 

資
料
篇
二
』（
河
野
村
、
一
九
八
三
年
）
三
七
五
頁
「
六　

八
田
村
共
有

文
書
」。

（
3
）『
福
井
県
南
條
郡
誌
（
復
刻
）』（
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年
）
一
四
九
九
～
一
五
〇
〇

頁
「
下
編 

処
誌　

河
野
村　

産
業
」。
な
お
斎
藤
嘉
造
「
越
前
国
今
庄
郷
の
棟
梁
大
工
に

つ
い
て
」（『
地
方
史
研
究
』
一
一
巻
五
号
、
一
九
六
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
島
崎
家
は
今

庄
郷
（
鯖
波
以
南
）
の
棟
梁
大
工
で
あ
り
、
大
工
六
職
（
大
工
・
木
挽
・
壁
師
・
屋
根
師
・

車
力
・
石
工
）
を
支
配
し
て
い
た
と
い
う
。
八
田
木
挽
が
ど
こ
の
支
配
下
だ
っ
た
か
も

探
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
4
）
注
（
3
）
一
四
八
一
頁
「
下
編　

処
誌　

坂
口
村　

仏
閣
」。

（
5
）
注
（
3
）
一
三
七
五
頁
「
下
編　

処
誌　

河
野
村　

沿
革
」。

（
6
）杉
本
寿
編『
越
前
国
織
田
荘
剱
大
明
神
誌（
新
装
復
刻
版
）』（
安
田
書
店
、一
九
八
八
年
）

一
四
九
～
二
四
二
頁
「
延
喜
式
内
社
劔
神
社
と
織
田
甕
」
一
六
二
～
三
頁
「
南
條
郡
河

野
村
八
田
別
所
の
織
田
荘
領
」。

（
7
）『
福
井
県
史 

資
料
編
２
中
世
』（
福
井
県
、
一
九
八
六
年
）
四
二
一
～
八
頁
「
四
七　

妙
法
院
文
書
」。

（
8
）
注
（
7
）
四
二
〇
～
一
頁
「
一　

越
前
国
留
守
所
下
文
」。

（
9
）
注
（
7
）
四
二
二
頁
「
三　

尊
性
法
親
王
遺
告
状
案
」。

（
10
）
注
（
7
）
四
二
二
～
三
頁
「
四　

公
性
譲
状
」。

（
11
）
注
（
7
）
四
二
三
頁
「
五　

尊
澄
法
親
王
令
旨
」。

（
12
）
注
（
7
）
四
二
三
頁
「
六　

光
厳
上
皇
院
宣
」。

（
13
）
注
（
7
）
四
二
四
頁
「
七　

亮
性
法
親
王
庁
解
」。
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
九
巻
一
号

（
14
）
注
（
7
）
四
二
四
～
六
頁
「
八　

亮
性
法
親
王
庁
解
」。

（
15
）
注
（
7
）
四
二
六
頁
「
九　

妙
法
院
当
知
行
目
録
案
」。

（
16
）
注
（
7
）
四
二
七
頁
「
一
一　

静
昭
譲
案
」。

（
17
）
折
立
稱
名
寺
は
高
田
派
に
属
し
て
い
る
。

（
18
）『
新
編 

真
宗
全
書 
史
伝
編
三
』
一
二
五
頁
。

（
19
）
注
（
18
）
九
七
頁
。
江
戸
期
に
は
福
井
に
転
じ
た
が
現
在
は
元
の
折
立
に
戻
り
、
本

願
寺
派
に
属
し
て
い
る
。

（
20
）
注
（
18
）
三
四
五
頁
。

（
21
）
注
（
18
）
三
四
四
頁
。
岩
倉
村
は
福
井
市
文
殊
地
区
の
岩
倉
町
で
あ
り
、
現
在
寺
は

栃
泉
に
移
築
さ
れ
て
お
り
、
岩
倉
の
山
麓
に
旧
地
が
あ
る
。
高
田
派
に
属
し
て
い
る
。

（
22
）
杉
本
寿
「
越
前
に
お
け
る
轆
轤
師
の
発
展
―
木
材
加
工
技
術
の
発
展
的
過
程
」（『
福

井
大
学
教
育
学
部
紀
要 

第
三
部 

社
会
科
学
』
二
一
号
、
一
九
七
一
年
）
に
「
越
前
国
に

お
い
て
は
、
大
野
郡
北
南
六
呂
師
を
は
じ
め
穴
間
郷
の
朝
日
・
平
野
（
平
姓
に
つ
う
ず

る
）
家
や
丹
生
郡
城
崎
村
の
六
呂
子
・
越
知
山
々
腹
の
山
地
集
落
の
佐
々
木
一
統
、
今

立
郡
鞍
谷
郷
・
南
条
郡
宅
良
・
堺
郷
の
著
名
村
落
の
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
」
と
あ
る
（
五
七

頁
）。
杉
本
氏
に
口
頭
で
お
尋
ね
し
た
時
、
佐
々
木
三
助
は
平
姓
佐
々
木
で
あ
る
と
答
え

た
。
ま
た
『
江
沼
志
稿
』
に
は
、
加
賀
真
砂
村
木
地
師
は
越
知
山
麓
か
ら
田
倉
助
兵
衛

が
住
み
着
い
た
と
の
記
述
が
あ
り
、
鞍
谷
轆
轤
師
へ
の
綸
旨
も
伝
来
し
て
い
た
。
な
お
、

余
談
に
な
る
が
、
右
近
良
一
氏
の
談
に
よ
れ
ば
、
神
門
酔
生
氏
は
講
演
会
で
織
田
信
長

の
先
祖
は
甲
楽
城
八
田
の
出
と
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
通
説
で
は
、
織
田
氏
は
剣
神
社

の
神
官
の
出
で
重
盛
の
系
だ
か
ら
桓
武
平
氏
と
あ
る
が
、
太
田
亮
は
忌
部
姓
（
齊
部
宿

禰
姓
）
で
は
な
い
か
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
筆
者
は
、
こ
こ
に
平
姓
佐
々
木
氏
の
謎

を
解
く
鍵
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
思
い
か
ら
付
記
し
て
お
く
。

（
23
）『
大
日
本
史
料　

第
六
編
之
二
六
』（
東
京
大
学
、
一
九
三
三
年
）
貞
治
三
年
一
〇
月

一
〇
日
条
（
三
二
九
～
三
三
〇
頁
）。

（
24
）
太
田
亮
『
姓
氏
家
系
大
辞
典 

第
一
巻
』（
姓
氏
家
系
大
辞
典
刊
行
会
、
一
九
三
四
年
）

一
六
三
九
頁
「
合
志
」
の
項
。

（
25
）『
河
野
村
誌　

資
料
編
』（
河
野
村
、
一
九
八
〇
年
）
三
二
八
～
三
三
〇
頁
。

（
26
）
注
（
25
）
三
三
一
頁
。

（
27
）
注
（
25
）
三
三
一
頁
。

（
28
）
注
（
25
）
三
三
一
頁
。

（
29
）
守
口
教
應
寺
の
木
札
は
、
長
さ
一
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
木
札
で
、
九

条
殿
御
別
殿
役
所
の
表
札
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
30
）
新
潟
県
上
越
市
公
文
書
セ
ン
タ
ー
提
供　

森
本
家
文
書　

御
別
殿
拝
禮
御
札
、
九
条

殿
御
施
行
二
付
御
冥
加
金
上
ル
一
連
文
書

　
　

・
福
成
寺
か
ら
は
代
参
者
が
送
ら
れ
、
そ
の
人
か
ら
の
見
聞
き
が
反
映
し
て
い
る
記

述
と
考
え
ら
れ
る
。

（
31
）
賢
勝
寺
文
書
「
添
書
（
九
条
兼
実
６
５
０
回
ニ
付
）」
福
井
県
文
書
館
提
供
史
料
。

（
32
）
西
光
寺
文
書
「
達
書
（
三
部
妙
典
等
寄
附
ニ
付
）」
福
井
県
文
書
館
提
供
史
料
。

（
33
）
昌
蔵
寺
文
書
「
証
（
月
輪
殿
下
木
像
・
親
鸞
聖
人
木
像
・
玉
日
君
木
像
の
三
体
西
岸

寺
へ
寄
付
の
所
昌
戴
寺
へ
譲
渡
）」
福
井
県
文
書
館
提
供
史
料
。

（
34
）「
月
の
輪
の
名
號
縁
起
」
池
田
正
男
収
集
文
書
。

（
35
）
余
談
な
が
ら
、
石
造
品
に
「
越
前
式
月
輪
」
な
る
様
式
が
越
前
で
広
ま
っ
て
い
た
。

偶
然
と
は
考
え
に
く
い
山
本
昭
治
編
『
越
前
の
石
造
美
術
』（
私
家
版
、
一
九
九
一
年
）

五
～
六
七
頁
「
越
前
式
月
輪
の
編
年
案
」）。




